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地方創生への提言 （一般質問）

ヤングファーマーを紹介ヤングファーマーを紹介

夏だ！夏だ！夏だ！

プール
だ！プール
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だ！
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4Ｋ、8Ｋの新しいテレビにも

対応できる新方式を採用

勝
浦
町
政
60
周
年
の
記
念
の

年
に
、
議
会
議
員
の
選
挙
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
改
選
後
の
議

員
の
平
均
年
齢
は
約
60
歳
と
、

有
史
以
来
の
若
さ
と
勢
い
が
あ

り
ま
す
。

７
月
10
日
に
初
の
﹁
若
あ
ゆ

会
議
﹂
が
開
か
れ
、
指
名
推
せ

ん
に
よ
り
議
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
が
、
責
務
の
重
さ
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。

町
の
重
要
課
題
で
あ
る
、
地

方
創
生
に
﹁
今
、
や
ら
な
け
れ

ば
﹂
と
全
力
で
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
町
民

み
な
様
の
力
強
い
ご
指
導
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

若あゆ会議若あゆ会議
（７月）

﹁
今
、や
ら
な
け
れ
ば
﹂

副議長

麻 植 秀 樹

副議長に麻植秀樹議員を選出

議長に 国 清 一 治 議員

ケ
ῴ
ブ
ル
テ
レ
ビ
工
事
請
負
契
約

ケ
ῴ
ブ
ル
テ
レ
ビ
工
事
請
負
契
約

３
億
７
千
万
円
を

承
認

改
選
後
初
の
﹁
若
あ
ゆ
会
議
﹂
を
７

月
10
日
、
23
〜
27
日
ま
で
開
催
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
工
事
請
負
契
約
、
事
務
委

託
に
関
す
る
規
約
の
一
部
改
正
、
移
動

式
書
架
備
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

議長 国 清 一 治

就
任
に
あ
た
り
ひ
と
言

議案に
対する質疑

議案に
対する質疑
議案に
対する質疑

美
馬
議
員

楽
ビ
ジ
ョ
ン
が
無
く
な
る
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
サ
ー

ビ
ス
は
ど
う
な
る
の
か
。
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
る
以
外
何
か
メ
リ

ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

伊
丹
参
事

防
災
や
見
守
り
な
ど
の
行
政
情
報
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
検

討
し
て
い
る
が
経
費
は
高
く
な
る
。

井
出
議
員

防
災
や
見
守
り
の
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
各
個
人
が
選
択

す
る
の
で
は
な
く
、
町
全
体
の
シ
ス
テ
ム
代
金
が
、
高
く
な
る
と

い
う
こ
と
か
。

伊
丹
参
事

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
機
能
を
選
択
す
る
べ
き
か
、
ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
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美馬議員

国清議員

井出議員

井出議員

議員

人権擁護委員推薦に
同意しました

大久保十祈子さん
（今山）

問

答 河野教育委員会事務局長

問

答 福田副町長

通年の会期決まる

問

答 伊丹参事

問

答 伊丹参事

問

答 福田副町長

指定管理者に井戸端塾
道の駅「ひなの里かつうら」の指定管理者が井戸端塾に

決まり、27年10月から30年３月まで管理運営を委託する。

 一般会計補正予算　マイナンバー制度対応費　4140万円

60周年記念事業費追加　　　150万円

備蓄倉庫備品購入費　　　　600万円

 町民の声に対する質問

町民体育祭の実施にむけて、進捗状況と今後の

スケジュールは。

現在、競技種目やＰＲ

方法、準備品の検討を行っており、10月に最終

案を決める予定である。

地方創生に関し、町民との意見交換会が開かれ

たが、成果と今後の予定は。

65名の参加があり、みかんのブラ

ンド化や空き家利用などに貴重な意見を寄せて

もらった。議会の提言も参考にして10月までに

計画を策定したい。

4月会議

5月会議

6月会議

 町民の声に対する質問 

福祉センターの工事期間中、住民に他の会議室を貸し出しできないのか。

図書館２階を含め、できるだけ便宜を図っていきたい。

道の駅運営の指定管理の応募状況と今後のスケジュールは。

現地説明会には１団体の出席があった。５月22日までが応募

期間で、申請があれば審査を行い、６月議会に提案する。

請負契約の承認　役場庁舎、福祉センター耐震改修工事　３億1104万円

 専決事項　税賦課徴収条例、介護保険条例の一部を改正する条例

 町民の声に対する質問

ケーブルテレビ契約の改定について、

テレビだけの人は利用料金を安くでき

ないのか。

目的が高速通信網整備であ

るから、インターネット、テレビ、

ＩＰ電話のセット料金になる予定である。

27年 28年

７月（若あゆ会議）

８月

９月

10月

11月（みかん会議） 

12月

10・23・24・27日

18日

８・９・10・17日

22日

５・25・26・30日

15日

１月

２月

３月（ひな会議）

４月

５月

６月

19日

17日

８・９・10・11・22・23・24・25日

26日

17日

21日
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やります！

３
番
議
員

　日常の暮らしの目線で一つひとつの
課題を、皆さんと共に考え、町政をよ
り身近に感じられるように活動します。

　町民の皆様の声に広く耳を傾け、未
来の勝浦町を創造していきます。小さ
い声にも耳を傾ける行政を推進します。
頑張ります。

美

馬

友

子

︵
57
歳
・
棚
野
・
２
回
︶

４
番
議
員

麻

植

秀

樹

︵
59
歳
・
中
角
・
２
回
︶

１
番
議
員

　対話を重視した活動で町民の声を町
政に届けます。郷土を次の世代につな
ぐため、また安心で住みよい町づくり
のため「初心」を忘れずに頑張ります。

　住んでいる人が良いと実感できるまち
づくりを目標に、伝統を受け継ぎ、新し
い風を加えて地域を盛り上げていく。「明
朗研磨」で身近な存在と感じられる議員に。

仙

才

　

守

︵
64
歳
・
坂
本
・
１
回
︶

２
番
議
員

　町民との対話を大切に、きめの細か
い町政をめざし、微力を尽くしたいと
思います。

松

下

一

一

︵
65
歳
・
石
原
・
１
回
︶

６
番
議
員

︵
63
歳
・
横
瀬
・
３
回
︶

８
番
議
員

　安心して暮らせる町づくりのため、
皆さんの声をよく聞き、まじめに一生
懸命頑張りますので、どうぞよろしく
お願いします。

　住民との対話を重視し、スポーツを
通して世代間の交流を深め、健康的で
笑顔あふれる魅力ある町づくりに取り
組みます。

森

本

守

 

︵
68
歳
・
中
山
・
３
回
︶

５
番
議
員

松

田

貴

志

︵
39
歳
・
棚
野
・
３
回
︶

　輝く町、勝浦の再生をめざして、町 
民の目線に立った行政を推進し、故郷 
発展のため頑張ります。

大

西

一

司

 

︵
66
歳
・
生
名
・
４
回
︶

９
番
議
員

　お年寄りや子ども、弱い立場の人を
大切にし、農業の活性化を図り、みな
さんと力をあわせて安心安全元気な町
作りに力を尽くします。

井
出
美
智
子

︵
59
歳
・
今
山
・
４
回
︶

10
番
議
員

公

一

地
方
創
生
で

    

活
気
あ
る
町
に

６
月
28
日
の
町
議
会
議
員
選
挙
で
、
新
た
に
選
出
さ
れ
た
議

員
の
﹁
政
治
信
条
、
抱
負
﹂
な
ど
を
、
議
席
順
に
紹
介
し
ま
す
。

７
番
議
員

　「子供の未来輝く町」を政治信条に、
安心・振興・光流を政策の柱に据え「新
しい勝浦を創る」ことに全力投球いた
します。

国

清

一

治

 

︵
66
歳
・
星
谷
・
３
回
︶

︵
カ
ッ
コ
内
は
、
年
齢
・
出
身
地
区
・
当
選
回
数
︶
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監
査
委
員

議
会
選
出

議会構成 決まる議会構成 決まる

　県下に先駆けて、ひな会議で「地方創生特別委員会」

を立ち上げ、３月30日に第１回委員会を開催した。

　６回にわたる町民団体との懇話会や、８回の特

別委員会を開催した。

　議員が一丸となり、それぞれの具体的な提案の

中から厳選して、提言書を練り上げた。

提言書を提出提言書を提出
地方創生総合戦略策定に向けて

●

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
減
り
、

集
ま
る
所
が
な
い
。
子
ど
も
や
若
者
、

年
寄
り
と
の
交
流
場
所
が
ほ
し
い
。

●

町
で
未
婚
者
を
把
握
し
て
、
県
全

域
を
対
象
と
し
た
婚
活
事
業
を
し

て
は
。

●

商
品
を
見
て
買
い
物
が
し
た
い
の
で
、

各
商
店
の
品
を
そ
ろ
え
て
移
動
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
。

●

お
遍
路
さ
ん
の
た
め
に
ト
イ
レ
等

の
看
板
設
置
を
。

●

ミ
カ
ン
や
ス
ダ
チ
の
Ｐ
Ｒ
不
足
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
に
送
る
な

ど
食
べ
方
を
知
っ
て
も
ら
う
工
夫
を
。

●

仕
事
も
持
つ
親
の
現
状
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
託
児
所
の

整
備
や
休
日
に
遊
べ
る
場
所
を
。

●

救
急
救
命
士
が
い
な
い
。
定
住
を

目
指
し
て
い
る
な
ら
命
の
保
障
が

必
要
。

ま
ち
の
声

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

４
月
23
日   

婦
人
会︵
19
名
︶

５
月
18
日   

老
人
会︵
13
名
︶

５
月
20
日   

青
年
会︵
５
名
︶

６
月
２
日   

移
住
者
交
流
会︵
６
名
︶

各
団
体
か
ら
見
た
町
の
課
題

  
  

公  

一 

議
員

小松島外三町村
衛生組合議員

委 員

委 員

委 員

松 田 貴 志

国 清 一 治

大 西 一 司

議会広報常任委員会

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

委 員

井 出 美智子

仙 才 守

美 馬 友 子

松 田 貴 志

公 一

議会運営委員会

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

美 馬 友 子

松　下　一　一

麻 植 秀 樹

大 西 一 司

防災対策特別委員会

委 員 長

副委員長

松 田 貴 志

美 馬 友 子
他全員　

地方創生特別委員会

委 員 長

副委員長

大 西 一 司

公 一
他全員　

東部広域農道整備促進
特別委員会

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

森　本　　　守

公 一

仙 才 守

松　下　一　一

5 議会だより かつうら



一 般 質 問

松 田 貴 志

麻 植 秀 樹

松 下 一 一

仙 才 　 守

美 馬 友 子

森 本 　 守

井出美智子

　 公 一

大 西 一 司

１、常備消防設置、必要経費は
２、県道徳島上那賀線、棚野地区は
３、定住人口増加策、人口の偏在解消を

１、県道徳島上那賀線、中角工区完成時期は
２、勝浦川南岸堤防（中角）大丈夫か
３、学校教育に電子教材を
４、町政60周年記念行事の招待者は

１、有害鳥獣駆除の取り組みは
２、耕作放棄地の課税は
３、石原家台中山線、拡幅工事状況は
４、沼江谷川、掛谷谷川の管理は

１、勝浦町を文教の町に
２、常備消防・救急の充実を
３、災害発生時の対応は
４、災害弱者に対する救助・避難情報の共有について

１、障がい児支援、放課後デイサービスの開設を
２、高齢者支援、認知症サポーターを増やせ

１、県道新浜勝浦線、中山工区予算確保を
２、久国地区の石倉谷川の改良を
３、勝浦中学校進入路の安全対策を
４、中山横瀬簡易水道、濁り対策は

１、保育料無料化、第３子以降の全年齢で
２、ケーブルテレビ料金、高齢者世帯の負担軽減を
３、農業後継者支援強化を

１、地方創生総合戦略、町が宅地造成しては
２、ウォーキングの町に
３、住宅新築補助事業、公平性に問題はないか
４、公的な塾の構想は

１、アグリサポートクラブの創設を
２、町による宅地造成を
３、交流広場の建設を
４、阿南方面へのバス運行を
５、大雨対策に排水ポンプを

7

8

9

10

11

12

13

14

15

質問議員 ページ質　　問　　事　　項町
の
課
題
に
切
り
込
む
！

町
の
課
題
に
切
り
込
む
！

町
の
課
題
に
切
り
込
む
！

議員が町の執行部に対して、様々な角度から

町政について質問すること

9月8日・9日・10日・17日  10月22日  11月5日・25日・26日・30日

会議予定日

6議会だより かつうら



早く広がれ！

町
の
課
題
に
切
り
込
む
！

町
の
課
題
に
切
り
込
む
！

問

問

問

問

問問 答

伊
丹
参
事

答

伊
丹
参
事

答

伊
丹
参
事

答

伊
丹
参
事

答

柳
沢
建
設
課
長

答

中
田
町
長

現
在
ま
で
の
取
り
組
み
、

設
置
に
伴
い
想
定
さ
れ
る
施
設

整
備
費
や
人
件
費
の
総
額
は
。

近
隣
自
治
体
と
事
務
レ
ベ
ル

の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
設
置

に
必
要
な
経
費
は
、
消
防
車
両

の
整
備
等
に
４
億
１
０
０
０
万
円
、

人
件
費
等
で
１
億
３
９
０
０
万
円
、

消
防
団
運
営
費
に
約
４
８
０
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

常
備
消
防
設
置
に
対
し
、

新
た
な
財
源
は
あ
る
の
か
？

施
設
整
備
費
に
は
過
疎
債
を

活
用
し
、
運
営
費
に
つ
い
て
は

一
般
財
源
を
充
て
た
い
。

消
防
団
で
は
新
入
団
員
の

勧
誘
を
行
っ
て
い
る
が
、
定
数

を
確
保
す
る
の
が
難
し
く
平
均

年
齢
も
上
が
っ
て
い
る
。
常
備

消
防
が
設
置
さ
れ
る
と
消
防
団

の
定
数
や
体
制
は
ど
う
な
る
の
か
。

お
そ
ら
く
常
備
消
防
体
制
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
い
の
で
、

現
状
の
消
防
団
体
制
、
定
数
を

維
持
し
た
い
。

横
瀬
橋
東
側
か
ら
徳
島
銀

行
間
の
狭
隘
部
分
の
現
状
と
今

後
の
方
針
は
。

車
道
が
狭
く
、
大
き
く
カ
ー

ブ
し
て
い
る
た
め
事
故
が
多
い
。

安
全
確
保
の
重
要
箇
所
と
し
て

認
識
し
て
お
り
、
以
前
か
ら
関

係
機
関
に
要
望
を
し
て
い
る
。

県
と
し
て
は
、
現
在
工
事
中

の
生
比
奈
小
学
校
西
側
３
０
０

ｍ
完
了
後
、
東
側
４
８
０
ｍ
の

用
地
交
渉
に
入
る
予
定
で
あ
る
。

町
と
し
て
は
中
角
地
区
と
平
行

し
て
、
早
期
に
棚
野
地
区
に
着

手
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
県

に
要
望
し
て
い
く
。

24
年
度
か

ら
実
施
し
て
い

る
民
間
資
本
を

活
用
し
た
住
宅

整
備
の
目
的
と

成
果
は
。

こ
の
事
業
は
総
合
計
画
の
住

環
境
整
備
を
目
的
に
実
施
さ
れ

た
が
、
24
年
度
は
家
賃
補
助
の

み
で
あ
っ
た
た
め
応
募
が
無
か

っ
た
。
一
戸
当
た
り
３
０
０
万

円
の
建
設
費
を
補
助
す
る
制
度

に
充
実
さ
せ
、
25
年
度
は
１
２

戸
、
26
年
度
は
５
戸
の
住
宅
が

建
設
さ
れ
た
。
若
者
の
町
外
転

出
の
抑
制
や
転
入
者
が
増
加
し
、

一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

こ
の
２
年
間
で
沼
江
地
区

で
は
人
口
が
50
人
ほ
ど
増
え
て

い
る
が
、
坂
本
地
区
で
は
同
じ

く
ら
い
減
っ
て
い
る
。
人
口
の

偏
在
が
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
る

が
、
行
政
と
し
て
現
状
を
許
容

す
る
の
か
。

現
状
で
良
い
と
は
考
え
て
い

な
い
。
地
域
の
隔
た
り
な
く
人

口
が
増
え
、
活
性
化
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
み
た
い
。

■ 

そ
の
他
の
質
問

○

地
方
創
生
に
つ
い
て

松

田

貴

志
議

員

約６億円必要（参事）

常備消防設置

必要経費は

県
道
徳
島
上
那
賀
線

棚
野
地
区
は

人口の
偏在解消を

定住人口増加策
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電子黒板を使った授業

先
月
の
台
風
11
号
の
際
、

工
事
現
場
に
お
い
て
危
険
な
こ

と
は
な
か
っ
た
の
か
。

今
回
の
台
風
で
は
何
も
な
か

っ
た
。工

事
期
間
は
、
９
月
27
日

ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
間
に

合
う
の
か
。

歩
道
工
事
の
進
捗
率
は
90
％

で
あ
り
、
夏
休
み
期
間
中
に
頑

張
っ
て
完
成
し
た
い
。
す
べ
て

の
工
事
が
完
成
す
る
に
は
、
も

う
少
し
時
間
が
か
か
る
。

南
岸
堤
防
を
今
後
ど
う
整

備
し
て
い
く
の
か
。

今
夏
の
台
風
11
号
で
は
、
被

害
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
平

成
16
年
に
大
規
模
改
修
を
行
い
、

平
成
23
年
の
台
風
時
に
も
災
害

復
旧
工
事
を
行
っ
た
。
安
全
確

保
の
た
め
に
も
、
引
き
続
き
県

に
堤
防
の
強
靭
化
を
働
き
か
け

て
い
く
。

学
力
向
上
に
向
け

た
、
電
子
教
材
の
取
り

組
み
の
現
状
は
。

小
・
中
学
校
に
情
報

教
室
を
設
け
パ
ソ
コ
ン

を
配
置
し
て
い
る
。

本
町
の
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
の
整
備
率
は
県
内
に

お
い
て
、
中
学
校
で
は
上
位
に
、

小
学
校
で
は
中
位
に
ラ
ン
ク
付

け
さ
れ
て
お
り
遅
れ
て
い
る
と

い
っ
た
現
状
で
は
な
い
。

今
後
ど
の
よ
う
に
具
体
化

し
て
い
く
の
か
。

２
０
２
０
年
を
め
ど
に
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
の
導
入
を
検
討
中
。

将
来
的
に
は
、
各
児
童
生
徒
に

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
対
応
し
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
末
端
の
導
入
も
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
、
教
科
書
を
そ
の
ま
ま

映
し
出
す
投
影
機
や
壁
掛
け
の

大
型
テ
レ
ビ
、
デ
ジ
タ
ル
掲
示

シ
ス
テ
ム
を
計
画
的
に
導
入
し

て
い
る
。

大
型
の
壁
掛
け
テ
レ
ビ
に
つ
い

て
は
、
両
小
学
校
に
は
今
年
度

中
に
普
通
教
室
に
整
備
で
き
る
。

町
政
60
周
年
記
念
行
事
に

際
し
来
賓
者
の
招
待
状
は
ど
こ

ま
で
発
送
し
た
の
か
。

町
に
関
係
す
る
産
業
団
体
や

行
政
機
関
、
学
校
教
育
機
関
、

金
融
機
関
や
企
業
で
、
こ
れ
ま

で
町
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
、
団

体
を
選
任
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
方
は
。

全
員
の
方
を
招
待
し
た
か
っ

た
が
、
高
額
の
寄
附
者
と
し
た
。

問

問問問

問

答

柳
沢
建
設
課
長

答

柳
沢
建
設
課
長

答

中
田
町
長

答

河
野
教
育
委
員
会
事
務
局
長

答

河
野
教
育
委
員
会

事
務
局
長

答

椎
野
教
育
長

問

問 答

伊
丹
参
事

答

伊
丹
参
事

町
政
60
周
年
記
念

行
事
の
招
待
者
は

学校教育に電子教材を

夏休み期間中に完成したい
（建設課長）

中角工区完成時期は
麻

植

秀

樹
議

員

県道徳島上那賀線

勝
浦
川
南
岸
堤
防

︵
中
角
︶大
丈
夫
か
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拡幅される石原家台中山線

問

問

問

問答

野
上
産
業
交
流
課
長

答

野
上
産
業
交
流
課
長

答

松
本
税
務
課
長

問答

柳
沢
建
設
課
長

答

柳
沢
建
設
課
長

勝
浦
町
の
基
幹
産
業
は
農

業
で
あ
る
が
、
鳥
獣
被
害
で
生

産
意
欲
が
低
下
し
、
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

駆
除
な
ど
に
今
後
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

捕
獲
班
に
お
い
て
は
罠
が
多

く
、
捕
獲
実
績
は
伸
び
て
い
る
。

駆
除
の
従
事
者
は
、
有
害
鳥

獣
捕
獲
対
策
協
議
会
で
調
整
す

る
。

免
許
取
得
に
は
、
ほ
ぼ
全
額

補
助
し
、
捕
獲
の
奨
励
金
は
今

年
度
、
１
０
０
０
万
円
を
予
算

化
し
て
い
る
。

町
の
財
政
を
圧
迫
し
て
お
り
、

今
後
、
検
討
が
必
要
に
な
る
。

山
林
化
し
た
耕
作

放
棄
地
が
多
く
見
ら
れ

る
中
、
課
税
強
化
が
取

り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
が
、

耕
作
放
棄
地
を
山
林
並

み
に
で
き
な
い
か
。

利
用
状
況
に
重
点
を

置
き
、
申
し
出
が
あ
れ

ば
農
業
委
員
会
で
協
議
し
、
農

地
か
山
林
か
の
判
断
を
す
る
。

市
内
か
ら
近
い
と
い
う
利

点
を
生
か
し
、
年
間
を
通
し
て

町
外
者
と
交
流
を
深
め
る
た
め
、

市
民
農
園
を
計
画
し
て
は
ど
う

か
。栽

培
の
指
導
者
、
全
体
の
管

理
者
を
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
休
憩
所
や
衛
生
施
設
の
併

設
も
必
要
な
た
め
、
実
施
す
る

の
は
難
し
い
。

進
捗
状
況
と

今
後
の
予
定
は
。

ま
た
、
安
全
対

策
と
し
て
ス
ピ
ー

ド
の
抑
制
方
法
は

ど
う
す
る
の
か
。

26
年
度
か
ら
用

地
交
渉
を
始
め
、
現
在
は
測
量

が
終
わ
り
境
界
杭
を
設
置
し
て

い
る
。

今
後
、
用
地
買
収
に
か
か
り
、

終
わ
り
し
だ
い
に
工
事
発
注
し

て
、
28
年
度
に
完
成
す
る
予
定

で
あ
る
。

ス
ピ
ー
ド
抑
制
対
策
と
し
て

は
、
路
面
に
工
夫
を
す
る
。

両
谷
川
に
は
雑
草
が
生
い

茂
り
、
土
砂
の
た
い
積
が
非
常

に
多
く
な
っ
て
い
る
。

県
の
管
理
な
の
で
、
早
期
に

除
去
し
て
も
ら
う
よ
う
強
く
要

望
す
べ
き
で
は
。

町
長
と
共
に
、
県
に
対
し
要

望
を
続
け
て
い
く
。

■ 

そ
の
他
の
質
問

○

パ
イ
ロ
ッ
ト
跡
地
の
利
用

計
画
は

耕作放棄地の課税は

松

下

一

一
議

員

有
害
鳥
獣
駆
除
の

取
り
組
み
は

捕
獲
実
績
は
伸
び
て
い
る 

︵
産
業
交
流
課
長
︶

沼
江
谷
川
、

掛
谷
谷
川
の
管
理
は

市
民
農
園
の
運
営
は

拡幅工事状況は

石原家台中山線

9 議会だより かつうら



救命士の同乗が望まれる

河野教育委員会事務局長

問問

問

問

答

河
野
教
育
委
員
会
事
務
局
長

答

河
野
教
育
委
員
会
事
務
局
長

答

椎
野
教
育
長

問問

問

答

福
田
副
町
長

答

伊
丹
参
事

答

伊
丹
参
事

答

伊
丹
参
事

答

柳
沢
建
設
課
長

答

柳
沢
建
設
課
長

問

本
町
は
子
育
て
世
代
に
対

す
る
支
援
が
手
厚
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
同
世
代
の
流
出
が
多

い
。
教
育
環
境
を
整
え
勝
浦
町

を
文
教
の
町
に
し
た
ら
ど
う
か
。

ま
た
、
学
力
調
査
の
結
果
は
。

昨
年
度
の
調
査
で
は
国
語
・

数
学
と
も
基
礎
学
力
は
あ
る
が

応
用
・
活
用
面
で
課
題
が
あ
る
。

児
童
・
生
徒
に
向
き
合
う
時

間
を
確
保
す
る
た
め
土
曜
授
業

を
導
入
し
た
。

教
師
の
多
忙
実
態
と
対
策
は
。

小
中
と
も
１
／
３
の
教
師
が

午
後
８
時
頃
ま
で
残
業
し
て
い

る
。
対
策
と
し
て
学
力
向
上
支

援
員
を
配
置
し
、
校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
も
導
入
し
て
い
る
。

小
松
島
市
と
の
協
議
の
進

展
状
況
は
。

努
力
し
て
い
る
が
、
ま
だ
報

告
す
べ
き
段
階
に
は
な
い
。

常
備
消
防
さ
れ
た
時
の
住

民
負
担
は
。

年
間
運
営

費
の
試
算
で
は

町
民
一
人
当
た

り
３
万
３
２
０

０
円
。
そ
れ
以

外
に
装
備
費
が

必
要
。
ま
た
24

年
度
非
常
備
消

防
の
運
営
費
は

町
民
一
人
当
た

り
１
万
３
９
０

０
円
だ
っ
た
。

救
急
の
出

動
状
況
と
応
急

処
置
の
実
施
状

況
は
。

件
数
は
年
間
２
８
０
件
程
度
。

内
訳
は
勝
浦
病
院
へ
88
件
そ
れ

以
外
が
１
１
６
件
で
勝
浦
病
院

か
ら
の
転
院
が
76
件
。
運
転
手

と
助
手
の
２
名
運
行
で
、
一
般

的
な
応
急
処
置
と
介
助
を
し
な

が
ら
搬
送
し
て
い
る
。
転
院
の

場
合
は
看
護
師
が
同
乗
す
る
こ

と
が
あ
り
、
人
工
呼
吸
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
実
施
し
て
い
る
。

建
設
業
者
と
出
動

協
定
は
結
ん
で
い
る
か
。

勝
浦
町
建
設
業
協
会

と
の
間
で
、
応
急
復
旧

工
事
に
関
す
る
協
定
書

を
締
結
し
て
い
る
。

業
者
が
即
応
で
き

な
い
場
合
も
あ
る
。
重

機
所
有
住
民
と
な
ん
ら
か
の
協

定
は
可
能
か
。

事
故
発
生
時
の
損
害
賠
償
対

応
が
難
し
い
の
で
、
住
民
と
の

協
定
は
考
え
て
い
な
い
。

避
難
支
援
や
被
災
者
の
救

助
を
的
確
に
行
う
に
は
、
事
前

情
報
の
把
握
が
重
要
。
情
報
整

備
は
。

災
害
弱
者
の
避
難
支
援
に
つ

い
て
は
福
祉
課
等
に
支
援
台
帳

が
あ
る
。

仙

才

守
議

員

災害発生時の対応は

常
備
消
防
・

救
急
の
充
実
を

災
害
弱
者
に
対
す
る
救
助
・

避
難
情
報
の
共
有
に
つ
い
て

学力向上支援員を配置
（教育委員会事務局長）

勝浦町を文教の町に
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楽しいネ。放課後デイサービス

問

問問

問

問

問

問

問

答

河
野
教
育
委
員
会
事
務
局
長

答

河
野
教
育
委
員
会
事
務
局
長

答

大
西
福
祉
課
長

答

福
田
副
町
長

答

大
西
福
祉
課
長

答

大
西
福
祉
課
長

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

発
達
障
が
い
は
全
国
的
に

増
加
傾
向
で
あ
る
が
、
町
の
推

移
は
ど
う
か
。

障
が
い
を
抱
え
た
児
童
・
生

徒
数
は
、
過
去
５
年
間
の
推
移

を
み
る
と
増
加
傾
向
に
あ
る
。

放
課
後
は
子
供
や
親
に
と

っ
て
大
事
な
時
間
で
あ
る
が
、

子
ど
も
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
て
い
る
の
か
。

学
童
保
育
や
町
外
の
放
課
後

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
通
所
、
習

い
事
な
ど
で
過
ご
し
て
い
る
。

障
が
い
の
種
類
や
程
度
に

よ
っ
て
は
学
童
保
育
で
は
無
理

が
あ
る
の
で
、
放
課
後
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
に
通
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
ど
う
い

っ
た
も
の
か
。

ま
た
、
施
設
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。

放
課
後
や
休
日
に
、
生
活
能

力
向
上
の
た
め
の
訓
練
や
社
会

交
流
を
促
進
し
て
お
り
、
施
設

で
送
迎
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
近
い
と
こ
ろ
で
小
松
島

市
や
羽
ノ
浦
町
に
あ
る
。

大
切
な
放
課
後
活
動
は
、

今
ま
で
保
障
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
保
護
者
の
相
談
や
要
望
は

何
が
あ
っ
た
の
か
。

進
級
や
将
来
の
進
路
、
雇
用

不
安
、
地
域
社
会
の
理
解
、
健

康
や
精
神
的
不
安
が
あ
る
。
保

護
者
の
送
迎
負
担
の
軽
減
の
た

め
、
町
内
に
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

等
が
利
用
で
き
る
施
設
が
あ
れ

ば
と
の
要
望
は
あ
る
。

補
助
制
度
は
な
い
の
か
。

施
設
の
開
設
に
国
の
補
助
制

度
は
な
い
が
、
利
用
す
る
児
童

の
経
費
は
、
負
担
の
な
い
よ
う

な
制
度
に
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
や
そ
の
家
族

の
支
援
体
制
の
確
立
が
必
要
で

あ
り
、
町
内
で
放
課
後
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
が
で
き
な
い
か
。

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
や
要
望
を

十
分
聞
き
、
町
内
の
社
会
福
祉

関
係
者
と
も
相
談
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

勝
浦
町
で
は
地
域
包
括
支

援
の
活
動
で
、
毎
年
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
は
増
え
て
き
て
い
る

が
職
員
で
は
ど
う
か
。

６
月
現
在
、
町
内
サ
ポ
ー
タ

ー
は
５
０
２
名
で
、
そ
の
中
の

６
名
が
町
の
職
員
で
あ
る
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
や
、
高
齢

者
の
見
守
り
強
化
対
策
の
た
め

に
、
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ

と
は
大
事
で
は
な
い
か
。

町
内
の
認
知
症
の
方
は
年
々

増
え
て
き
て
い
る
。
私
も
含
め

職
員
に
も
積
極
的
に
勧
め
て
い

く
。 認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

を
増
や
せ

高
齢
者
支
援

関係者と相談しながら検討する
（町長）

障がい児支援

放課後デイサービスの開設を
美

馬

友

子
議

員
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改良が必要な石倉谷川（久国）気をつけて通ってネ

問

問

問

答

柳
沢
建
設
課
長

答

中
田
町
長

答

柳
沢
建
設
課
長

問

答

柳
沢
建
設
課
長

問

問 答

柳
沢
建
設
課
長

答

柳
沢
建
設
課
長

中
山
工
区
の
工
事
は
、現
在

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

昨
年
は
40
ｍ
の
用
地
買
収
と

改
良
工
事
を
行
い
、
今
年
度
は

60
ｍ
区
間
の
用
地
買
収
と
改
良

工
事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
本

年
度
県
当
初
予
算
１
５
０
０
万

円
で
や
り
終
え
る
に
は
不
足
し

て
い
る
。
県
の
補
正
予
算
等
の

機
会
を
捉
え
、
事
業
費
確
保
を

働
き
か
け
て
い
く
。

町
長
を
先
頭
に
予
算
確
保

を
県
に
働
き
か
け
て
い
く
べ
き

で
は
。

新
浜
勝
浦
線
に
つ
い
て
は
関

係
者
か
ら
強
い
要
望
を
う
け
て

い
る
。
補
正
予
算
確
保
に
全
力

を
つ
く
す
。

石
倉
谷
川
は
暗
渠

や
蛇
行
が
多
く
、
水
の

流
れ
が
悪
い
。
改
良
や

手
当
が
必
要
で
は
な
い

か
。こ

の
度
の
台
風
11
号

で
も
、
石
倉
谷
川
が
あ

ふ
れ
県
道
が
冠
水
し
た
。

20
年
ほ
ど
前
に
石
倉
谷

川
洪
水
対
策
の
要
望
が

あ
っ
た
が
、
改
良
で
き
て
い
な

い
。
現
在
は
で
き
る
範
囲
で
土

砂
を
取
り
除
い
て
い
る
。

新
し
い
勝
浦
中
学
校
に
対

し
て
、
進
入
路
が
粗
末
だ
と
の

声
が
多
い
。
仮
設
鉄
板
に
砂
利

が
あ
っ
た
り
段
差
が
あ
る
た
め

自
転
車
が
転
倒
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
。

安
全
対
策
は
。

仮
設
鉄
板
は
撤
去
さ
れ
て
い

る
。
段
差
が
あ
れ
ば
解
消
す
る
。

谷
川
の
水
を
利

用
し
て
い
る
簡
易
水

道
で
は
、
組
合
で
ど

ん
な
に
努
力
し
て
も

大
風
や
大
雨
に
よ
り
、

水
道
が
濁
る
。
そ
の

対
策
は
。

濁
っ
た
水
の
サ
ン
プ
ル
を
複

数
採
取
し
て
調
査
し
、
地
元
の

水
道
組
合
と
協
議
し
て
い
る
。

水
源
確
保
に
向
け
た
山
林

保
護
の
施
策
は
あ
る
の
か
。

国
の
制
度
と
し
て
林
業
生
産

に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
作
業

道
を
敷
設
し
間
伐
を
広
範
囲
に

行
な
い
集
伐
、
搬
出
し
な
い
と

補
助
が
出
な
い
。

■ 

そ
の
他
の
質
問

○

救
急
車
の
運
用
に
つ
い
て

○

若
者
住
宅
に
つ
い
て

森

本

守
議

員

県
道
新
浜
勝
浦
線補

正
予
算
に
全
力
︵
町
長
︶

中
山
工
区
予
算
確
保
を

勝
浦
中
学
校
進
入
路

の
安
全
対
策
を

久国地区の石倉谷川の改良を

濁り対策は

中山横瀬簡易水道

12議会だより かつうら



第２子も無料にしては

問

問

問

問

問答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

伊
丹
参
事

答

野
上
産
業
交
流
課
長

問

徳
島
市
や
阿
南
市
で
は
﹁
第

３
子
の
保
育
料
無
料
化
﹂
を
全

年
齢
で
実
施
し
て
い
る
。
町
で

も
、
４
・
５
歳
児
に
限
ら
ず
、

全
年
齢
で
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
も
第
３
子
の
保
育

料
無
料
化
は
、
県
下
で
２
番
目

に
取
り
組
む
な
ど
、
先
進
的
に

子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
今
年
度
か
ら
の
県
の
補
助

制
度
を
利
用
し
て
、
第
３
子
の

保
育
料
無
料
化
を
全
年
齢
で
実

施
す
る
自
治
体
が
増
え
て
き
て

い
る
が
、
勝
浦
町
で
も
４
月
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
実
施
す
る
。

神
山
町
で
は
第
２
子
は
全

員
、
石
井
町
や
佐
那
河
内
村
で

は
、
保
育
所
に
同
時
入
所
の
場

合
の
第
２
子
も
無
料
と
し
て
い

る
。
勝
浦
町
も
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

そ
こ
ま
で
は
、
考
え
て
い
な

い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用

し
な
い
高
齢
者
世
帯
に
と
っ
て

利
用
料
金
の
負
担
が
大
き
い
。

80
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
世
帯

へ
の
負
担
軽
減
策
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

上
勝
町
と
の
共
同
事
業
で
あ

り
、
料
金
の
変
更
は
考
え
て
い

な
い
。参

事
は
、
こ
れ
ま
で
町
長

に
高
齢
者
世
帯
へ
の
対
策
に
つ

い
て
、
町
長
に
提
言
し
た
こ
と

は
な
い
の
か
。
提
言
が
あ
れ
ば
、

町
長
と
し
て
、
前
向
き
な
対
応

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

高
齢
者
世
帯
は
３
０
３
世
帯

あ
る
が
、
軽
減
策
の
提
言
は
、

こ
れ
ま
で
し
て
い
な
い
。

若
い
夫
婦
が
就
農

し
て
、
国
の
新
規
就
農

青
年
給
付
金
制
度
を
利

用
し
よ
う
と
し
て
も
難

し
い
。
希
望
者
の
内
、

断
念
し
た
例
は
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
。

現
在
３
名
が
利
用
し

て
い
る
が
、
土
地
の
相

続
の
問
題
な
ど
、
解
決
し
が
た

い
課
題
も
あ
り
難
し
い
。

ま
た
、
営
農
計
画
の
確
実
な

実
施
も
必
要
な
た
め
、
支
給
停

止
と
な
っ
た
例
も
あ
る
。

町
と
し
て
も
、
も
っ
と
農

業
後
継
者
支
援
を
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
全
国
の
先
進
的
な

例
に
な
ら
っ
て
岩
手
県
の
岩
泉

町
並
の
制
度
を
創
設
し
た
ら
ど

う
か
。

地
方
創
生
の
事
業
の
中
で
、

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

４月にさかのぼって実施（町長）

保育料無料化

第３子以降の全年齢で

井
出
美
智
子
議
員

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
料
金

高
齢
者
世
帯
の

負
担
軽
減
を

農業後継者支援強化を

13 議会だより かつうら



森林浴を楽しみながらウォーキング

問

現
在
、
町
外
に
住
ん
で
い

る
若
者
の
中
に
も
、
安
く
て
便

利
な
宅
地
が
あ
れ
ば
、
将
来
的

に
勝
浦
町
で
家
を
建
て
、
定
住

を
望
ん
で
い
る
人
が
多
く
い
る
。

耕
作
放
棄
地
な
ど
を
町
が
買

い
上
げ
、
造
成
し
て
売
り
出
し

て
は
ど
う
か
。

そ
の
た
め
の
制
度
上
の
問
題

点
は
あ
る
の
か
。

職
員
が
適
地
を
探
す
の
は
難

し
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
や
、
多

額
の
事
業
費
が
か
か
る
リ
ス
ク

が
懸
念
さ
れ
る
。
近
隣
の
地
価

と
の
関
係
も
問
題
に
な
る
が
、

住
む
場
所
の
必
要
性
は
認
識
し

て
い
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
検

討
し
て
い
く
。

制
度
的
に
は
企
業
会
計
を
作

る
必
要
が
あ
る
。

最
近
は
健
康
志
向
か
ら
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
の
人
気
が
高
ま
っ

て
い
る
。

勝
浦
町
に
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

に
適
し
た
コ
ー
ス
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
四
季
お
り
お
り
の
景
色

を
楽
し
め
る
よ
う
、
魅
力
的
な

企
画
を
し
て
町
の
Ｐ
Ｒ
し
て
は

ど
う
か
。

ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
、

写
真
を
撮
っ
て
通
過
記
録
と
す

る
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
で
商

店
や
品
物
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

勝
浦
町
は
市
内
か
ら
近
く
、

自
然
環
境
が
豊
富
と
い
う
利
点

を
活
か
し
、
交
流
の
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
活
性
化
を
図
る
た
め
、

ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

27
年
度
の
地
方
創
生
事
業

の
中
で
、
移
住
・
定
住
対
策
と

し
て
、
町
外
か
ら
の
移
住
者
を

対
象
に
、
１
０
０
万
円
を
上
限

と
し
た
新
築
住
宅
補
助
が
あ
る

が
、
町
内
居
住
者
と
の
公
平
性

に
問
題
は
な
い
の
か
。

人
口
減
少
対
策
と
し
て
町
外

か
ら
の
移
住
者
を
対
象
と
し
た
が
、

公
平
性
は
検
討
し
な
か
っ
た
。

新
築
補
助
制
度
が
今
年
度

限
り
で
は
問
題
が
あ
る
。

今
後
の
継
続
は
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
の
か
。

住
環
境
の
整
備
は
必
要
な
の

で
、
提
言
の
主
旨
を
認
識
し
な

が
ら
、
公
平
な
制
度
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

経
済
格
差
が
教
育
格
差
と

な
ら
な
い
よ
う
、
公
的
な
塾
を

運
営
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る

が
、
勝
浦
町
の
構
想
は
。

学
校
で
の
教
育
体
制
を
充
実

さ
せ
る
の
が
王
道
で
あ
る
の
で
、

公
立
で
の
塾
は
考
え
て
い
な
い
。

■ 

そ
の
他
の
質
問

○

空
き
家
調
査
の
効
果
は

○

教
員
の
資
質
、
指
導
力
の

向
上
は

○

学
力
向
上
指
導
員
の
今
後

の
展
開
は

問

問

問

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

※
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
と
は
、

地
図
を
も
と
に
、
時
間
内
に
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
、
得

点
を
集
め
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。

問答

福
田
副
町
長

答

椎
野
教
育
長
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公
的
な
塾
の
構
想
は

公

一
議

員

必要性は認識している （副町長）

地方創生総合戦略

町が宅地造成しては

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
町
に

公
平
性
に

問
題
は
な
い
か

住
宅
新
築
補
助
事
業



排水ポンプで浸水対策を（美波町）

問問

問

問

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

問

も
ん

ひ

町
の
総
合
計
画
の
ト
ッ
プ

に
農
業
振
興
を
掲
げ
て
い
る
が
、

担
い
手
不
足
に
よ
る
耕
作
放
棄

地
等
を
防
ぐ
た
め
、
農
作
業
を

補
完
す
る
組
織
、
ア
グ
リ
サ
ポ

ー
ト
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
て
は
。

現
在
、
農
業
振
興
に
様
々
な

施
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
後
継

者
、
担
い
手
不
足
は
特
に
深
刻

だ
。
担
当
課
と
も
十
分
協
議
し

て
実
践
で
き
る
の
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

町
の
発
展
に
は
道
路
網
の

整
備
と
住
環
境
の
整
備
が
重
要

だ
。
本
町
に
は
宅
地
が
少
な
く

新
築
を
諦
め
る
人
も
多
い
。
町

に
よ
る
宅
地
開
発
を
進
め
て
は
。

現
在
、
民
間
の
賃
貸
住
宅
を

推
進
し
て
い
る
が
、
新
し
い
家

を
建
て
て
永
住
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
人
口
問
題

に
つ
い
て
も
少
し
は
解
決
で
き

る
と
思
う
。
積
極
的
に
財
政
投

資
し
て
い
き
た
い
。様

々
な
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
町

内
外
か
ら
多
く
の

人
々
が
来
町
し
て

い
る
が
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
集
客
を

高
め
る
た
め
の
交

流
の
拠
点
づ
く
り

が
必
要
だ
。

道
の
駅
周
辺
は
様
々
な
施
設

が
充
実
し
て
お
り
、
産
業
文
化

の
交
流
拠
点
が
で
き
た
も
の
と

思
っ
て
い
る
。
交
流
広
場
が
で

き
て
、
さ
ら
に
賑
わ
い
が
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
し
て
い
け
れ
ば

と
の
思
い
は
あ
る
。

保
護
者
か
ら
の
阿
南
方
面

へ
の
バ
ス
運
行
に
対
す
る
要
望

は
非
常
に
強
い
。
通
学
で
き
な

い
た
め
、
町
外
へ
の
流
出
も
あ

る
と
聞
く
。
何
と
し
て
も
実
現

を
。保

護
者
の
方
々
か
ら
の
強
い

要
望
や
通
学
の
大
変
さ
は
承
知

し
て
い
る
。
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と

重
ね
合
わ
せ
て
の
運
用
も
考
え

ら
れ
る
が
、
財
政
的
な
問
題
も

あ
る
の
で
十
分
検
討
し
て
い
き

た
い
。

県
道
が
冠
水
し
、

馬
越
の
扉
門
が
閉
じ
幹

線
道
路
が
遮
断
さ
れ
る

事
態
も
起
こ
っ
て
い
る
。

排
水
ポ
ン
プ
を
設
置
す

る
な
ど
抜
本
的
な
対
策

が
必
要
で
は
。

生
名
谷
川
周
辺
で
は

河
川
の
改
修
や
砂
防
ダ

ム
の
建
設
も
し
て
き
て
い
る
。

浸
水
被
害
対
策
を
含
め
、
今
後

も
住
民
が
安
全
で
安
心
し
て
過

ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
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町
に
よ
る宅

地
造
成
を

阿
南
方
面
へ
の

バ
ス
運
行
を

大

西

一

司
議

員 担当課と十分協議（町長）

担い手不足解消

アグリサポート　　　
　　　クラブの創設を

交流広場の　
　　　建設を

大雨対策に排水ポンプを



﹁
だ
れ
の
子
ど
も
も
こ
ろ
さ
せ
な
い
﹂

を
合
言
葉
に
﹁
安
保
関
連
法
案
に
反
対

す
る
マ
マ
の
会
﹂
が
、
先
日
、
東
京
で

初
め
て
の
街
頭
宣
伝
と
デ
モ
を
２
０
０

０
人
の
参
加
で
行
な
っ
た
。
﹁
半
数
を

超
え
る
国
民
が
反
対
し
て
い
る
の
に
、

わ
け
の
わ
か
ら
な
い
ま
ま
進
む
事
態
を

何
と
か
し
た
か
っ
た
。
﹂
﹁
み
ん
な
で
勇

気
を
も
っ
て
声
を
上
げ
、
政
府
や
、
無

関
心
な
人
に
、
少
し
で
も
振
り
向
い
て

も
ら
え
れ
ば
﹂
﹁
戦
争
で
は
何
も
解
決

し
な
い
。
70
年
間
守
ら
れ
て
き
た
平
和

を
つ
な
い
で
い
き
た
い
﹂
マ
マ
の
言
葉

が
心
に
響
く
。
今
、
29
都
道
府
県
で
﹁
マ

マ
の
会
﹂
が
作
ら
れ
、
全
国
に
こ
の
運

動
が
広
が
っ
て
い
る
。

︵
み
ち
こ
︶

新編集委員「がんばります」
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編
集
後
記

ヤングファーマーを
紹介♪ヤングファーマーを
紹介♪ヤングファーマーを
紹介♪

❶当初は教員を目指していたが、浪人中
の出会いや学びがきっかけになり、農
業系の大学に進学、実家の農業を継ぐ
覚悟を決めた｡

❷果樹と真剣に向き合い努力を重ねるこ
とで、商品価値を高めていきたい。ま
た、若手就農者のグループで新規販路
の開拓等について情報共有したい。

❸就農して強く感じるのは「やったら
やっただけもんてくる」ので、やりが
いがあるし、比較的自由な時間が作り
やすく、子育てするには最高の環境で
ある。

❶大学で臨床心理学を学んでいた時、食
の大切さと農村コミュニティの重要性
に気付きました。

❷農業を通じて「人が集まる場所づくり」
ができればと思います。9月12日（土）に

「田んぼ食卓～稲刈りと音楽とマルシェ
の日～」というイベントを計画してい
ます。詳しくは「徳島 寺川農園」で検
索してネ。

❸先人と若者が知恵を出し合って協力す
れば、勝浦をもっと魅力ある町にして
いけると思うので、６次産業などにも
力を入れて盛り上げていきましょう。

　島根県出身の奥さ
んとお子さん２人の
４人家族。両親、祖
母と一緒に２町の晩
生、極早生５反、ハ
ウスみかんを５反栽
培している。

花  岡  洋  介 さん（32歳）中 角

新  居  慧  香 さん（25歳）坂 本

　今年の春に実家で
農業に就く。坂本 長
福寺の前。無農薬・
有機栽培で稲、野菜、
果樹（すだちや桃）
を作っている。規模
の拡大より高品質な
農産品を作りたい。

勝 浦 農 業 の 宝 ❶就農しようと考えた
きっかけは。

❷今後の展望は

❸農業を志す若者に
エールを

さと こ

表
紙
写
真

生
比
奈
小
学
校   

プ
ー
ル
で


